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副題

□１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 4

□２.環境 □６.景観 5

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 4
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 11

■4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　■2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 2
2.工程 ■1.短縮（10％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名 フィットフレーム協会
会社名： 住所：〒110-0015

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：〒110-0015

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

フリー工業株式会社 フリー工業株式会社

① 何について何をする技術なのか？
当技術は、グラウンドアンカーや鉄筋挿入工の受圧板として使用するシステム化され
た現場打コンクリート用型枠であり、型枠設置からコンクリート打設までを現場にお
いて行うことで設計通りの均等な反力を得る良好な受圧板の構築や高所・狭小地での
施工性の向上を目指した技術である。
② 従来はどのような技術で対応していたのか？
従来は、吹付法枠工やプレキャスト製または鋼製の受圧板工法で対応されていた。
③ 公共工事のどこに適用できるのか？
当技術は、グラウンドアンカー工や切土補強土工を適用する法面・斜面に適用可能で
ある。

東京都台東区東上野1-3-1

技術本部 03-3831-0481

岩津　雅也

フリー工業株式会社

takanori_ushirogi@free-kogyo.co.jp

平成5年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

グランドアンカーまたは鉄筋挿入工の受圧板として良好
な性能を目指した現場打コンクリート枠工

開発年

番号：

登録番号

平成11年3月15日

問合せ先

フリー工業株式会社 東京都台東区東上野1-3-1

建材部技術設計部
03-3831-8119

後木　孝範

03-3831-0481

03-3831-1541

iwatsu@free-kogyo.co.jp

区分 1

1-1-3.共通工／法面工

評価（事前・事後）

分類

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局

新技術概要説明資料（１／５）

名称 フィットフレーム工法
収受受付年月日

平成27年4月22日

登録No. 1534

変更受付年月日

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学

KT-980611-V 事後評価

活用の効果

プレキャスト受圧板工

10%

1



フィットフレーム工法 登録No. 1534

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（フィットフレーム　　　　　）

① フィットフレーム工法（N・WEBタイプ）積算・施工要領
② フィットフレーム工法（Mタイプ）設計・施工要領

① 土工施工要領施工要領 東・中・西日本高速道路(株)

A-2

① グラウンドアンカー工又は鉄筋挿入工を設計された仕様に従い施工する。
② グラウンドアンカー工又は鉄筋挿入工の頭部に型枠を据付け、変形が生じない程度の荷重
（Nタイプ50～70kN、W・Sタイプ50～100kN、Mタイプ5～10kN）で型枠を仮定着する。
③ 型枠内に高流動コンクリートを打設する。
④ 設計強度の発現が確認された後、グラウンドアンカー工又は鉄筋挿入工を緊張定着させ
る。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

フィットフレーム材料単価(建設物価掲載価格 平成27年 5月 全国)
FIT25N-480:144,000円/基、FIT25-N770:149,000円/基、FIT30N-480：160,000円/基、
FIT30N-770：177,000円/基、FIT25W-480：199,000円/基、FIT25W-1000：239,000円/基、
FIT30W-480：241,000円/基、FIT30W-1000：303,000円/基

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（フィットフレーム　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
① 高流動コンクリート打設後からグラウンドアンカー及び補強材の緊張定着まで（高流動コ
ンクリートの強度発現が確認できるまで）の養生期間が必要である。
② 高流動コンクリート打設時にグラウンドアンカー及び補強材による仮緊張が必要である。

（長　所）
① 15cm以下の凹凸のある斜面・法面であれば、型枠背面に取り付けたフィットシートが高流
動コンクリート打設時に膨らみ凹凸面に追従し密着するため、事前凹凸処理の必要がない。
② 型枠は軽量であり現場内での小運搬が容易であるため、高所や狭小地での施工に有利であ
る。



登録No. 1534

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 第3148981号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

① フィットフレーム工法積算・施工要領　② 工事実績表

各タイプの更なる軽量化。特にSタイプは、受圧面積と強度の増加を実現したが重量も増加してい
るため軽量化は今後の重要な課題である。

① コンクリート充填状況を確認するための試験を実施
② 据付面との密着状況を確認するための試験を実施

① フィットフレーム工法カタログ
② フィットフレーム圧力分布試験

① 鉄筋挿入工の確認試験は、据付前に必ず行う。
② グラウンドアンカー工は、打設後の高流動コンクリート圧縮強度が設計値以上であることを確
認してから緊張定着を行う。

（適用できる条件）
① 現場条件：急勾配で凹凸処理が困難で適正なフロー値のコンクリート供給が可能な斜面・法面
に適用可能。
② 自然条件：硬・軟岩、礫質・砂質・粘性土で勾配1：0.0(直壁)～の斜面・法面に適用可能。

① 設計アンカー力、設計補強材力、必要受圧面積に適合する規格を選択する。
② 据付面の凹凸が15cm以上の場合は、凹凸処理を別途考慮する。
③ グラウンドアンカー又は補強材との傾角（振り角）は20°以下とする。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 フィットフレーム工法

A-3

（適用できない条件）
グラウンドアンカー工併用の場合は、設計アンカー力が1300kN以上又は必要受圧面積が8.41m2/基
以上となる場合に適用できない。鉄筋挿入工併用の場合は、設計補強材力が150kN以上又は必要受
圧面積が0.63m2以上となる場合に適用できない。
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実績件数 公共機関： 839 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県
島田土木事務所

2014/03

静岡県
島田土木事務所

2014/03

静岡県
下田土木事務所

2011/07

静岡県
天竜土木事務所

2006/06

静岡県
天竜土木事務所

2004/06

国土交通省
中部地方整備局
静岡国道事務所

2012/03
～2013/02

国土交通省
東北地方整備局
岩手河川国道事務所

2011/10
～2012/03

国土交通省
関東地方整備局
八ッ場ダム工事事務所

2011/07
～2012/03

国土交通省
関東地方整備局
湯西川ダム工事事務所

2011/04
～2011/11

国土交通省
関東地方整備局
湯西川ダム工事事務所

2011/04
～2011/11

平成15年度（第15‐D1716‐01号）
（国）473号県単道路改築工事（アン
カー工）

平成23年度　1号宇津ノ谷地区防災
工事

平成24年度［第24-B3513-01号］(主)
藤枝黒俣線　24年度道路災害復旧
工事　24年災査定第91号(アンカー
工その2)

平成24年度［第24-B3513-01号］(主)
藤枝黒俣線　24年度道路災害復旧
工事　24年災査定第91号(アンカー
工その1)

平成22年度(-)仁科峠宇久須線22年
道路災害復旧工事22年災査定第
0012-00号（地すべり対策1工区）

平成17年度一級河川天竜河内川河
川改良（護岸工）工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 フィットフレーム工法

工　事　名

サカシ地区法面対策工事

貯水池上流地区法面対策工事

H23付替国道145号(立馬地区)法面
対策他工事

平成23年度川目法面工事

30

CORINS登録No.



登録No. 1534

フィットフレームWEBタイプ施工例 フィットフレームSタイプ施工例

フィットフレームNタイプ施工例 フィットフレームNタイプ施工例

フィットフレーム断面 フィットフレーム構造

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 フィットフレーム工法
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